














ハ
第
一
実
験
〉

お
才
男
性

ー-10一一

〈
第
ご
実
験
〉鈍

才
男
性

第

三

項

考

按

第
一
実
験
の
成
績

を
み
る
と
通
電
抵
抗

D
方
で
は
上
と
下
。

方
に
電
流
量
の
大
き

い
も
の
が
多
い
。
。
。
h
h
k
r

以
上
の
も
の
に
印
を

つ
け
る
と
良
く
わ
か
る
。
通
電
抵
抗
の
低
い
績

の
線
が
出
℃
ゐ
る
o

と
れ
が
後
述
す
る
良
導
絡
で
あ
り
、
上
の
方
が
出
H

良
導
絡

で
あ
り
、
下
の
方
の
が
出
伊
良
導
絡
に
あ
た
る
o

感
・
痛
点
も
大
休
に
上
と
下
と
潤
う

様
に
分
け
ら
れ
る
。
腰
痛
は
深
部
と
思
わ
れ
る
経
で
感
，
す
る
と
と
が
多
い
。

そ
し
て
自
律
紳
絡
に
関
連
が
ゐ
る
と
吟
え
て
ゐ
る
。

第

四

項

結

語

良
導
点
は
腰
痛
の
あ
る
こ
と
が
多
い
。
叉
そ
の
逝
即
ち
堅
痛
の
あ
る
所
は
良
導
点

で
あ
る
と
と
が
多
い
。
完
全
に
は
一
致
し
な
い
が
、
た
し
か
に
、
そ
の
様
な
傾
向
が

み
ら
れ
る
。
叉
良
導
点
で
は
然
ら
ざ
る
他
の
部
分
よ
り
も
多
く
の
電
流
を
流
さ
な
け

れ
ば
そ
の
電
流
痛
を
感
じ
な
い
様
で
あ
る
。

ω

第
六
章

施
灸
後
十
分
時
、
皮
膚
の
諸
点
じ
於
け
る
通
電
抵
抗
の

変
化

第

-

項

緒

言

施
条
刺
激
を
与
え
る
と
‘
そ
の
通
電
抵
抗
が
変
る
。
数
秒
に
し
て
変
動
す
る
が
‘

刺
激
の
大
き
さ
、
刺
激
の
仕
方
及
び
之
を
受
け
る
部
位
や
そ
と
の
生
活
力
等
に
よ
っ

て
刺
激
効
果
を
異
に
す
る
O

と
れ
を
笹
川
は
刺
戟
と
其
の
効
果
に
関
す
る
三
原
則
と

調
っ
て
ゐ
る
。
と
れ
ら
の
条
件
の
相
異
に
よ
っ
て
施
灸
直
後
民
電
流
量
が
多
く
な
る

、
時
も
あ
り
、
少
く
な
る
時
も
あ
る
。
即
ち
、
皮
膚
の
興
奮
性
が
生
活
条
件
に
よ
っ
て

一
様
々
に
後
る
と
思
わ
れ
る
節
が
あ
る
。
ま
た
と
の
電
流
量
の
変
化
が
、
そ
の
ま
L
続

く
も
の
で
あ
る
か
、
ど
う
か
を
も
調
べ
る
必
要
が
あ
る
。

第

ご

項

実

・

験

川

実

験

資

料

中
O
義

O
、
出
才
、
男
性
、

ω
実
験
装
置

実
験
用
測
定
器ω

実
験
方
法

測
定
部
位
は
左
ハ
足
〉
。
古
典
経
穴
の
腐
先
、
内
陸
、
陥
谷
、
街
陽
、
燭
銭
、
三
塁

梁
丘
、
大

E
.
不
容
献
し盆
の
叩
ケ
所

施
灸
部
位
は
右
ハ
足
)
、
腐
先
、
内
庭
、
陥
谷
、
衝
陽
、
.
解
略
、
一
ニ
里
の
6
ケ
所
で

あ
る
。
(
施
灸
は
半
米
粒
大
一
火
〉

刊
実
験
成
績
'

hhmu鈴
誌
づ
貴

第

三

項

考

按

左
で
測
定
じ
な
が
ら
右
側

に
施
灸
刺
激
を
与
え
て
、

表
そ
の
反
応
を
み
て
行
く
と

川
右
腐
先
を
刺
戟
す
る
と
左

j

の
成
先
は
さ
な
〉
が
ヨ
ミ

〉
に
電
流
量
が
減
少
し
て

ゐ
る
、
下
の
表
は
そ
の
差

を
求
め
た
も
の
で
電
流
量
の
減
少
し
た
も
の
は
(
こ
で
現
わ
し
て
ゐ
る
随
っ
て
下
の

表
を
見
る
と
良
く
わ
か
る
、
右
属
先
か
ら
、
右
三
里
ま
で
施
灸
す
・
る
と
、
測
定
部
位

で
は
‘
腐
免
か
ら
解
絡
ま
で
が
、
施
灸
直
後
の
電
流
量
が
{
こ
に
な
っ
て
ゐ
る
。
=
一

星
か
ら
依
盆
ま
で
の
聞
で
は
(
+
)
が
大
部
ま
じ
っ
て
ゐ
る
。

5
分
後
、

ω
分
後
を
み

る
と
腐
免
か
ら
解
絡
ま
で
は
(
+
)
に
な
っ
て
な
り
、
三
里
か
ら
、
般
金
ま
で
は
(
こ
に

な
っ
て
ゐ
る
。

第

四

項

結

語

施
灸
直
後
電
流
量
が
減
少
し
た
も
の
は
5
分

t
m
分
後
に
は
増
加
じ
た
。
叉
反
対

に
施
灸
直
後
電
流
量
が
増
大
し
た
も
の
は
5
分

t
M
分
後
で
は
減
少
し
て
ゐ
る
。
即
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第
七
章

ち
被
刺
激
部
位
興
奮
性
。
シ
ー
ソ
ー
現
象
が
窺
ゑ
る
。

電
圧
の
変
化
に
よ
る
皮
膚
通
過
電
流
量
の
変
化

第

一

項

緒

言

主
体
の
電
気
抵
抗
は
金
属
の
場
合
と
異
り
、
電
師
訟
が
大
き
い
程
抵
抗
は
小
さ
い
o

m電
.
墜
に
よ
っ
て
電
流
量
が
褒
化
す
る
と
す
れ
ば
、
今
A
点
で
g
h
h
〉
、

B
点
で
ωc

hh
〉
、

C
点
で
ち
な
〉
流
れ
て
ゐ
る
と
す
れ
ば
そ
の
電
m
訟
を
か
え
て
み
る
と
、
ど
の

様
な
変
化
が
現
わ
れ
る
か
、
電
師
訟
を
あ
げ
る
と
少
い
も
の
は
少
い
友
り
に
平
行
し
て

電
流
量
が
増
加
す
る
か
否
や
に
つ
い
て
測
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

第

二

項

実

験

川

実

験

資

料

中

O
広

o
m才
女
性

ω
実
験
装
置

良
導
点
電
流
量
測
定
義
・
置
の
電
墜
を

M
〈
l
M・∞〈
l
M・∞〈
1ω-G〈
l
m
く
に
か

え
ら
れ
る
様
に
し
た
。

ω
実
験
方
法

前
鳳
に
任
意
の
良
導
点
を
い
山
ケ
求
め
て
、

第

8

表

一一外才

ー-11一一

剛

P

H

官。

60 

+。

』。

'10 

』。

.5V 
.0ι。
c・.
s・'‘

2.JV 1.8V J.~V 

幸町良毒薬 10 守作品晶・'0 を丘.，~，J.1主fむ イ
ン
キ
で
印
を
つ
け
た
。
先
づ
最
初
に

2
.
V
で
測
定
す
る
と

ghh〉
M
O

h
h
k
r
g
E
〉
と
色
々
の
電
流
量

が
得
ら
れ
た
。
次
々
と
電
騒
を

上

げ

て

行

っ

た

。

グ

川
刊
実
験
成
績

上
図
の
如
き
成
績
を
得
た
。

第
三
項
考
按
及
び
結
諮

問
じ
さ
な
〉
む
も
の
が
三
つ
あ

っ
た
が
電
盤
を
あ
げ
て
行
く
に

し
た
が
っ
て
差
が
出
て
来
た
、

し
か
し
大
休
に
於
て
平
行
的
に

上
昇
し
て
ゐ
る
。

2
V
C
時
最

2V 

低
が
g
h
h
〉
で
あ
り
最
高
が
き
な
〉
で
あ
り
そ
の
差
は
ち
な
〉
で
あ
っ
た
が
、

は
そ
の
差
が
少
し
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

5
V
で

第
八
.
章

置
銭
に
よ
る
皮
騎
通
電
抵
抗
の
変
化

第

一

項

緒

言

施
灸
刺
激
に
よ
っ
て
皮
蔚
通
電
抵
抗
が
変
化
す
る
と
と
は
前
述
。
知
く
わ
か
っ
て

い
る
、
・
叉
鍛
に
よ
っ

τも
勿
論
通
電
抵
抗
は
変
化
す
る
。
し
か
し
鍛
を
皮
膚
に
刺
入

し
た
ま
L

で
は
ど
う
な
る
か
。
叉
ぬ
い
た
ら
E
う
な
る
か
を
知
る
為
に
置
鎖
中
と
抜

錨
5
分
後
に
つ
い
て
測
定
し
た
。

第

二

項

実

験

‘

川
実
験
資
料

中
O
義

O

お
才
、
男
性

p

ω
実
験
装
置

良
導
点
電
流
量
測
定
装
置
、
弘
注
射
針

間
賞
験
方
法

右
足
に
任
意
。
点
を
M
ケ
所
求
め
た
。
そ
し
て
、
そ
の
通
過
な
ト
量
を
測
定
し
て

そ
の
直
後
、
見
の
三
里
と
よ
ば
れ
る
部
位
に
弘
注
射
針
を

H
g戸
皮
膚
に
直
角
に
刺

入
し
た
。
刺
入
後
1
分
i
a
分
の
間
に
測
定
し
、
測
定
が
拾
わ
る
と
直
に
抜
針
し
て

5
令
後
に
叉
測
定
し
た
。

川
町
賞
験
成
績

左
図
の
如
く
で
あ
る
。

下IIJ...庄司屯

第 6 図

第
三
項
考
按
及
び
結
語

此
の
一
例
に
於
て
は
置
針
に
よ
っ
て
全
般
的
に
電

流
量
は
増
加
し
て
い
る
抜
針
6
分
後
で
は
、
刺
激

前
よ
り
電
流
量
は
減
少
し
て
い
る
。
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第
九
章

不
威
蒸
世
と
民
間
通
回
目
抵
抗

第

一

項

緒

言

人
休
ぽ
色
々
の
途
か
ら
色
々

C
形
で
水
分
を
排
池
す
る
、
即
ち
R
H
臓
か
ら
は
尿
と

し
て
.
皮
肉
及
び
呼
吸
引
川
か
ら
は
水
源
気
と
し
之
、
叉
皮
随
か
ら
は
汗
と
し
て
出
す

モ
の
他
時
に
は
涙
と
し
て
唾
、
乳
、
月
経
と
な
り
‘
其
他
都
々
に
水
分
D
喪
失
が
行

わ
れ
、、
或
は
下
痢
む
如
〈
病
的
状
態
で
も
排
地
さ
れ
る
。
と
れ
等
の
排
地
区
は
モ
れ

ぞ
れ
生
理
的
乃
至
生
物
的
使
命
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
モ
D
内
で
皮
胤
と
呼
股
鰐
と
か

ら
の
緋
池
は
そ
D
目
的
と
す
る
所
が
時
ぽ
同
様
で
あ
る
か
ら
、
と
の
両
者
だ
け
を
其

む
他
の
も
の
か
ら
区
別
し
て
之
を
「
来
地
↑
と
名
づ
け
ら
れ
た
。
呼
蚊
目
指
か
ら
の
潔

池
は
常
に
水
蒸
気
で
あ
り
、
皮
胸
か
ら
白
、
そ
れ
も
瓦
季
以
外
で
は
水
蒸
気
で
あ
る

か
ら
、
と
れ
等
の
務
地
は
吾
人
白
意
識
に
上
ら
な
い
。
そ
れ
で
之
を
「
不
感
来
地
」

と
名
づ
け
ら
れ
た

uω
と
の
不
感
一
帯
地
は
皮
脂
D
部
位
托
よ
っ
て
そ
D
設
が
異
る
。

E

C
関
係
と
通
情
抵
抗
と
の
聞
に
関
係
が
あ
る
も
D
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
不
感
抜
γ

池
町
関
係
と
、
皮
蔚
通
電
抵
抗
の
部
位
的
関
係
主
比
較
対
称
し
て

み
た
。

第

二

項

実

，

験

川

実

験
資
料

安

O
力

O

U
才

女

性

中

O
設

O

汎

才

男

性

中

O
千

O
子

羽

才

女

性

エ
O
義

O
郎

M

州

才

男

性

中

O
広
O

口

才

女

性

中

O
美

O
子

別

才

女

性

、ω
質
強
装
置

良
導
占
、
電
流
量
測
定
装
也

均

質

駁

方

法

申
立
手
本
、
足
総
前
頭
、
頬

B

間
四
(
前
面
)
胸
(
乳
腺
上
部
)

附
出
版
‘
背
(
属
仰
間
部
)
腰
‘

服
務
上
腕
内
同
、
土
問
削

外
面
、
前
問
、
大
腿
内
函

大
限
外
面
、
下
関
外
函
D

....，ut:"'-"仲間山，....

s・M ‘刷・，，'，Jl:t.....，.u.......， 

出
ケ
所
。
一
也
流
訟
を
測
定
し
に
。

川
刊
時
且
験
成
績

第
三
羽
考
按
と
結
語

池
内

ωは
不
感
蒸
池
C
部
位
的
関
係
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
る
。
そ

D
各
々

D
部
位

で
通
氾
抵
抗
告
測
定
し
て
不
感
波
地
と
通
沼
抵
抗
が
凶
係
が
あ
品
か
ど
う
か
民
つ
い

て
し
ら
べ
た。

所
が
会
〈
相
似
た
所
が
見
ら
れ
な
い
。
と
調
フ
と
と
は
、

関
係
が
あ

っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
考
踏
に
入
れ
る
必
要
の
な
い
程
度
で
あ
る
。

第
十
章

総

括

と

結

論

皮
府
活
氾
抵
抗
は
発
汗
時
に
は
汗
腺
民
よ
っ
て
特
に
影
出
世
さ
れ
、
非
発
汗
時
に
は
毛

漢
に
よ
っ
て
特
に
影
響
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
、
と
の
と
と
は
郡
山
汁
時
に
於
け

る
弱
沼
流
は
汗
腺
主
主

に
一
一
辿
り
、
非
発
汗
時
に
は
主
一
に
毛
裂
を
通
る
と
者
倣
さ
し
め

る
と
と
で
あ
る
。

松
本

ω同
E
5
2
及
び
」・、
H
E
E
E
Z
R
が
考
一
え
た
如
き
皮
髄
臥
の
分
泌
機
能
に
速
く

低
気
的
活
動
正
原
因
す
る
も
の
で
な
く
、
皮
閥
表
面
白
湿
潤
皮
氏
、
一
王
原
因
が
あ
る
と

D
べ
て
い
る
が
、
良
導
占
氾
流
盈
測
定
叫
仰
の
織
に
初
め
か
ら
食
塩
水
を
含
ま
せ
て
皮

肉
に
あ
て
、
又
刺
激
後
数
秒
に
し

τ、
を
の
反
応
が
現
わ
れ
る
と
と
か
ら
し
て
、
仙
円

経
を
介
し
て
現
わ
れ
る
分
極
の
変
化
が
皮
脂
抵
抗
に
最
も
影
響
す
る
と
考
え
皮
ぃ
。

又
松
本
闘
は
そ
の
後
に
皮
膚
は
汗
で

べ
っ
と
り
と
濡
れ
て
い
る
C
に
向
皮
蔚
抵
抗
の

動
揺
が
み
ら
れ
る
と
と
か
ら
単
な
る
皮
成
表
面
の
湿
潤
だ
け
と
は
未
だ
言
い
切
れ
な

い
と
と
ろ
が
あ
る
と
附
号
一目
し
て
い
る
が
、
非
発
汗
時
托
於
け
る
通
電
抵
抗
は
、
毛
裂

に
痕
も
関
係
し
、
弱
電
流
は
主
と
し
て
毛
排
出
隆
主
諮
る
。
物
理
学
的
に
み
て、

皮
踏

に
於
て
電
流
の
通
り
や
す
く
な
る
D
は
毛
裟
ロ
の
関
口
で
あ

P
、
之
は
生
理
学
的
に

交
感
神
経
の
興
一
知
性
D
高
ま
っ
た
と
と
主
怠
味
す
る
。
次
民
自
律
神
経
剤
の
注
射
に

よ
っ
て
、
交
感
神
経
、
副
交
感
神
経
の
興
一
官
位
壱
高
め
る
と
皮
膚
訊
沼
抵
抗
は
低
〈
、

な
り
、
通
過
他
流
量
は
泡
加
す
る
。
ピ
ロ
カ
ル
ビ
ン
托
よ
る
渇
偲
抵
抗
は
発
汗
に
関

す
る
D
で
、
此
処
で
は
除
外
す
る
。
通
過
氾
流
挫
の
比
較
は
用
地
服
、
沼
町
輔
の
大
き
さ

及
び
測
定
部
位
及
び
外
界
の
気
政
(
波
度
、
気
温
、
気
経
)
及
び
故
検
者
自
体
選
、
年

同
畑
、
季
節
等
を
湾
噂
し
て
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
、
そ
れ
に
測
定
部
位
が
不
潔
で
あ
っ

た
り
、
測
定
前
氏
刺
戟
を
与
え
た
り
・
過
創
な
巡
励
、
食
都
等
に
つ
い
て
も
注
意

す
べ
き
で
あ
り
、
位
相
紳
状
態
の
変
化
及
び
測
定
部
民
間
加
が
あ
る
と
い
け
な
い
D
で
、

細
む
の
註
窓
が
必
婆
で
あ
る
。
と
の
様
な
決
意
の
も
と
に
得
ら
れ
に
良
導
点
(
比
駁

的
心
油
危
抵
抗
白
低
い
点
)
は
そ
白
部
分
に
分
布
し
て
い
る
交
感
神
経
の
興
務
性
が

高
ま
る
と
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
色
々
の
刺
激
印
ち
施
灸

と
か
施
鍛
に
よ
っ
て
、

モ
D
泊
沼
抵
抗
が
変
化
す
る
。
不
同
叫
吋
耕
地
と
は
あ
ま
り
関
係

が
無
い
様
で
あ
る
。

上
図

の~
如
く
で
あ
る。
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其の Coacer、，'ationを作る機な条件下の形態的m:顕認殺として Liponuclcoprotein，

Systcm， 'D構成元基の滋賀を患はせる様t.r胃I誼状主:lOdeutenする。
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